
 

 

 

 

 

 ９月１７日（火）唐津市立切木小学校において、「佐賀県教育委員会研究指定事業 小学校プログラミング教

育」の研究発表会が行われました。切木小学校では、学習内容とプログラミング的思考の関連を図ることを研究

の中心に据えた取組を行っています。第 5 学年社会科「わたしたちの生活と工業生産 ②自動車をつくる工業」

の授業が公開され、教育用マイコンボードの micro:bit を活用し、社会科の学びをより確実にする児童の姿が見

られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

ラーニング・マウンテン 

学力向上だより 

 

第１０８号 Ｒ６.10.31（木） 

佐賀県教育委員会事務局学校教育課 

デモカーに実装したプログラムを実演する児童 プログラムの工夫について説明する児童 

本時のめあてと見通しについて確認する児童と納所教諭 実装した機能とプログラムの確認を行う児童 

筋道を立てて、自ら課題を解決し、表現する児童の育成 

～プログラミング的思考を育む授業づくりを通して～ 

切木小学校 

次号は、三田川小学校、嘉瀬小学校

の研究発表会の様子を紹介します。 

「ラーニング・マウンテン」に示された学びの

目的や見通し、ゴール等を意識しながら学習を進

める児童の姿が見られました。プログラムの働き

やよさ、情報技術によって情報社会が支えられて

いることに気付くことができていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上対策検証・改善委員会が開催されました（８/2６） 

 ８月２６日に佐賀県学力向上対策検証・改善委

員会が開催され、佐賀大学の松尾敏実教授を委員

長として、学習状況調査の結果の検証等に基づい

た学力向上対策の改善・充実を図るために、意見

交換が行われました。 

 

 
委員会における主な意見 

・若手教員が増加しているため、まずは授業づくりの

スタンダードから確認する必要がある。 

・「主体的・対話的で深い学び」に取り組んでいる子ど

もは、家庭の本の冊数に関わらず、正答率が高い傾

向にある（国立教育政策研究所の分析結果より）。 

・思考力・判断力・表現力の育成については、教科の

中の指導だけでなく、学校教育全体の中で自分の考

えを表現する取組等を行っていく必要がある。 

・教員が細かく指導しすぎてはいないか。子どもに考

えさせるべきことを教師が説明していないか。 

・子どもの考える力を育むためには、子どもが思いや

考えを表現することを「待つ」大人の姿勢や関わり

が必要である。家庭でも、子どもとの対話が大切で

ある。 

 

 

 

県教育委員会からの説明の様子 

意見交換の様子 

 今後の重点取組 
委員会でいただいた意見を基にチェックシート（資料）を発出しています。全職員で普段の授業

を振り返り、今後の授業改善に生かしましょう。 

 

資料 


